
平成３０年度 公益財団法人大泉町スポーツ文化振興事業団 事業計画 

● 基本方針  

 本年度は、平成29年度から平成31年度までの第４期指定管理の真中の年であり、３年間の意義

を示すため、改めて気を引き締め、責任感、緊張感をもって取り組む所存です。具体的には、引き

続き第４期の事業計画書に沿って人材育成・振興事業・施設運営に尽力してまいります。 

まず、人材育成については世代交代が進むなか喫緊の課題として、今指定期間の主軸として掲げ

ており、求められる人材像を明確にし、OFF-JT、OJT、SDSの三位一体で進めてまいります。特にサ

ービス面また、安全面に重きをおき積極的に取組んでまいります。 

次に振興事業については、スポーツ関係では2020年東京オリンピック・パラリンピックに大泉町

出身選手を輩出することを目的とした「トップアスリート支援指定事業」、新規に託児付き事業とし

て「ボディバランスエクササイズ」また、“ニュースポーツ普及プロジェクト”として関西圏で推進

されている「アジャタ教室」及び「アジャタ大会」を実施します。 

また、継続事業として群馬銀行グリーンウィングスご協力のもとアウトリーチ事業“キッズ夢プ

ロジェクト”「ふれあいボールエクササイズ」、「認知症予防フリフリグッパー教室」など子供から高

齢者まで幅広い方々の健康増進やスポーツに親しんで頂ける事業を展開いたします。 

文化関係では、今年で２８年目を迎え当事業団の看板コンサートとなっております「古澤巌ヴァ

イオリンの夜」を今年度も引き続き実施します。日本を代表するヴァイオリニスト古澤巌氏が毎回

多彩なゲストを迎え、大変ご好評頂いております。また、新規に町内３中学校吹奏楽部を中心に、

地域で音楽に親しむ方々による「クリスマスコンサート」、その他継続事業として「ジャズコンサー

トシリーズ」、「森浩美朗読劇」、「大衆演劇」、「ダンスフェスタ」など老若男女の多くの方々が、さ

まざまなジャンルの文化芸術に触れることができる事業を展開してまいります。 

そして、スポーツ・文化関係ともに「第五次大泉町総合計画」の実現に向け、また、文部科学省

が示す「スポーツ立国戦略」、文化庁が示す「文化芸術推進基本計画」を推進し、大泉町の指定管理

者として、また、公益法人としてのミッションを果たしてまいります。 

つぎに、施設運営については、昨年度同様に「お客様第一主義」を行動指針に掲げ、お客様に満

足頂ける安全で快適な空間を提供できるよう「利用者サービスの向上」に努めてまいります。また、

2019年ラグビーワールドカップ開催に向けて、地元選手紹介やルール説明など広報誌「フレッシュ

おおいずみ」やホームページ、Ｔwitterなどを通じ情報発信も積極的に行ってまいります。 

最後になりますが、この度、文化むらでは「地域において創造的で文化的な表現活動のための環

境づくり」の功績が認められ、平成29年度地域創造大賞（総務大臣賞）を受賞することができまし

た。この受賞に甘んじることなく、今後も、経費の縮減に努めながらも、町民の皆さまのニーズに

対応し、大泉町の将来都市像である「ずっと住みたい私のまち おおいずみ」実現に貢献してまいり

ます。 

 

 

 

 

 

 



● 施設指定管理者としての具体的な新たな(主な)取り組み 

利用者サービス向上 

共通（ 町民体育館・文化むら ） 

・防災士資格取得 

・経営理念の明確化によるミッション経営の実施 

・ボランティア活動（ＣＳＲ研修）の実施 

・利用者ニーズの収集⇒分析⇒対応⇒反映⇒データベース化 

町民体育館 

・サービスマニュアルの改良 

・利用者への声かけ実施 

文化むら 

・モニタリングによる接客・ユニバーサルサービス・施設管理などの見直し 

    施設管理運営 

共通（ 町民体育館・文化むら ） 

  ・閉館までの正規職員常駐 

  ・会議・研修などによる安全管理の充実 

・個人情報保護体制、コンプライアンスの強化 

● 事業計画 

○スポーツ関係の特記事項 

・多様なネットワークを利用して企業との連携。他施設への出前出張事業を開催するほか、共

催事業の実施。 

・町民体育館駐車場の一部、区分けされていない部分の白線引きの実施による、利便性の向上

及び安全性の確保。 

・とね運動場を安全で安心に利用して頂けるよう、利用者に向けて注意喚起札を各所に増設す

る。 

 １ 地域スポーツの普及及び推進事業【自主事業（指定管理事業）・振興事業】 

  地域の誰もが、年齢や体力に応じたスポーツを気軽に行う事が出来、更にそのスポーツが地

域に普及し、また参加することによって健康になれる様大会、講習会、教室等を開催する。 

 

（１）健康増進支援事業（大会１・教室７） 

No 期 日 事   業   名 定員 内  容 

１ 

自 

４月 

～３月 

骨盤リンパストレッチ教室 

（10回シリーズ） 
５０名 

ストレッチ体操により身体の柔軟性を向上させながらリ

ンパの流れを改善する。 

２ 

自 
５月 

認知症予防フリフリグッパー体操

教室 
３０名 

主に高齢者を対象に認知症予防の効果が認められている

健康体操。 

３ 

自 
 ６月 新 健康体操 ３０名 

高齢者を対象に、筋力の低下を防止する為の運動を行い、

足腰を鍛えて、活き活き生活していける事を目的とする。 



４ 

振 
 ９月 体験チアダンス教室 ２０名 

子供達がチアダンスの楽しさに触れながら、運動能力向

上を目的とした事業。 

５ 

自 
 ９月 新 ボディバランスエクササイズ ３０名 

ボディバランスを整えるストレッチとダンスで、心と身

体をリフレッシュする。子育て世代を対象とした実施時

には、託児サービスを設置。 

６ 

自 
１０月 

もっと速く走れる！走り方教室  

    －持久走大会に向けて－ 
４０名 

SUBARU陸上競技部の指導のもと、小学生を対象に運動会

や持久走大会などを目指して、走り方を学ぶ。 

７ 

振 
１０月 群銀バレーアウトリーチ事業 未 定 

地元銀行バレーボールチームの協力のもと、町内施設に

出向き、子供から高齢者まで幅広い年代を対象に、世代

間交流と運動不足の予防を目的とする。子供達が対象の

場合は、将来のモデリングとなる様、楽しむ事を学び体

験する。 

８ 

振 
１１月 

第25回大泉健康ウォーク大会 

共催：大泉ウォーキング協会 
なし 

健康増進を目的に大泉町の緑道を中心とした６km、１０

kmのコースを歩く。 

 

（２）スポーツ普及事業（大会３・教室４） 

No 期 日 事  業  名 定員等 内  容 

１ 

振 
９月 

第22回大泉町民スポーツ・レクリ

エーション祭 

共催：大泉町教育委員会 

   大泉町体育協会 

なし 

本町で開催した第 9 回全国スポーツ・レクリエーション

祭ソフトバレーボール大会を記念とした軽スポーツ大

会。町民の交流を図るとともに、生涯スポーツの定着を

目的とする。 

２ 

自 
１１月 大泉町バレーボール教室 100名 

群馬銀行バレー部指導による、子供又はミセスを対象に

したバレーボール教室。子供を対象とした教室の場合は

《キッズ夢プロジェクト》としての開催。 

３ 

振 
１２月 

第42回大泉町民マラソン大会 

共催：大泉町体育協会 
なし 

町体育協会との共催。1.5Km/3Km/5Kmの各コースを年齢・

性別を分けて実施。 

４ 

振 
１月 

《ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ普及プロジェクト》 

アジャタ（スポーツ玉入れ） 

教室（5回） 

６０名 

「アジャタ」…全日本玉入れ協会が制定したルールのも

と行う、スポーツの玉入れ。幅広い年齢層の方が参加で

き、参加者同士が交流を深めながら運動する。 

５ 

振 
１月 

《キッズ夢プロジェクト》 

第17回大泉町少年野球教室 
６ﾁｰﾑ 

SUBARU硬式野球部の指導による、町内少年野球チームを

対象とした野球クリニック。 

６ 

振 
２月 

《ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ普及プロジェクト》 

アジャタ大会（スポーツ玉入れ） 
２０組 町内アジャタ経験者と、教室参加者を対象とした大会。 

７ 

自 
３月 

《キッズ夢プロジェクト》 

タグラグビー教室 
３０名 

パナソニックワイルドナイツ指導。ラグビーのルールを

基本とした、幅広い年齢層が安全に楽しめるスポーツ。 

 

（３）スポーツ観戦事業 

No 期 日 事  業  名 定員 内  容 

１ 

振 
１１月 スポーツ観戦事業 未定 

町内施設を利用したプロスポーツ観戦を通じ、感動の場

を提供。 

２ 

振 
１月 大相撲初場所観戦ツアー ４０名 

町内では観る機会が無いプロスポーツ等をツアー

として提供。 

 



（４）その他事業 

No 期 日 事  業  名 定員 内  容 

１ 

振 
６月 

第30回群馬県市町村対抗ゴルフ選

手権 大泉町予選会 
無 

予選会で3位以内の方を県市町村対抗ゴルフ選手権大会

の大泉町代表選手候補として推薦する。 

２ 

自 
７月 救急救命講習会 ２０名 

自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を使用した救命処置の講

習。 

 

２ 地域スポーツの情報等の収集及び提供事業【指定管理事業】 

  地域スポーツの活性化を目的とし、地域スポーツ大会の結果の掲載や大会の告知等を行う月刊 

広報紙「フレッシュおおいずみ(町内全世帯及び関係機関、団体に配布)」を発行する。本年度は、

昨年度のリニューアルに伴い、再度内容も精査し、ラグビーワールドカップ・東京オリンピック

に向けた特集記事掲載。 

 

３ 地域スポーツ活動の支援事業【指定管理事業・振興事業】 

（１）地域のスポーツ大会や教室の後援を行い、優勝メダルの提供や大会等の受付業務の代行、告 

知などを行う。 

（２）地域スポーツ大会（町民体育祭・東毛地区中学校競技大会等）の開催準備、実施協力を行う。 

 期 日 内  容 

１ ４月 大泉町少年野球大会 

２ ５月 東毛地区中学校競技大会 

３ ６月 高齢者・身障者スポーツ大会 

４ ６月 地域公民館ｽﾛｰﾋﾟｯﾁ・ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ大会 

５ ７月 河川清掃 

６ ７月 勤労者野球大会 

７ １０月 町民体育祭 

８ １２月 スポーツ少年団交流大会 

その他 秋季検閲、ポンプ操法、体育協会主催事業 

（３）地域スポーツ大会等に必要な物品（スポーツ用具、テント）の貸出を行う。 

 

４ 地域スポーツ団体の助成及び育成事業【振興事業】 

（１）大会等出場援助基準により、大会に出場する個人・団体に助成金を支出し、経費負担の軽減 

を図る。 

（２）スポーツ団体育成指定基準により助成金を支出し、スポーツの振興、選手の育成に積極的に 

取り組み、向上・発展に貢献できる団体を育成する。 

（３）スポーツ団体強化指定基準により助成金を支出し、スポーツの向上・発展に貢献したと認め 

られる団体の更なる強化を図る。 

（４）大泉町トップアスリート支援指定基準により助成金を支出し、大泉町出身の選手の輩出及び、

町を挙げての支援による 2020 年東京オリンピック大会の盛り上りと町の賑わいの創出を図

る。 



 

５ 地域スポーツ活動拠点の運営事業【指定管理事業・委託事業】 

町有スポーツ施設指定管理等事業として、大泉町有料公園施設（運動施設）の管理業務（町民体育

館、町民野球場、いずみサッカー場、ゲートボール場、南公園、御正作公園、スバル運動公園）と

大泉町社会体育施設の管理業務（西体育館、とね運動場）を行い、また学校体育施設及び大泉町地

域交流センターの一般開放に関する施設の貸出し及び照明使用料の収納事務を行う。 

また、今年度の具体的な取組みとして、とね運動場の貸出についての見直しと、いずみサッカー

場の線審の走行エリアの人工芝への植え替えを実施します。 

施設全般的に、更なる利用者満足度の向上と安全安心の為、巡回を強化し危険箇所や設備の不具

合の早期発見を行う。 

   

 ○利用者数目標  

 大泉町有料公園施設  ２１２，１４６人 

   大泉町社会体育施設   １６，１１８人 

          合 計  ２２８，２６４人 

○文化関係の特記事項 

  ・ホームページについて、昨年に引き続き、文化むらにて開催される各種イベント・講座等の

告知、施設の利用に係る各種情報の提供、ＳＮＳやメールマガジンを活用したきめ細かな情

報発信と情報収集を行う。 

・事故防止力の向上を図るなど「利用者の安全確保が何事にも優先する」「安全・安心を最優先」

にした運営を行う。また、ヒヤリハット事例の共有とデータベース化は引き続き行う。 

 

６ 地域文化の創造及び発信事業及び ７ 地域文化活動の協働及び創造性を育む機会の提供事業 

【自主事業（指定管理事業）・振興事業】 

  ・創造的で質の高い芸術文化を提供するために、中小規模館の特性を生かした独自の自主製作 

型事業を行う。また、事業開催にあたり、さまざまな団体と協働することにより、地域住民 

の「創造」「感動」「ふれあい」の場になり得るよう芸術文化を発信する。 

  ・地元アーティストや文化団体等と協力し、企画立案から実施までの協働事業を行う。また、 

   創造体験講座型事業や参加・体験普及型事業を積極的に開催するなど、地域住民が芸術文化 

   に親しむ機会を提供する事業を実施する。 

 

（１）鑑賞事業        

NO. 期 日 事   業   名 内     容 

１ 

振 

  ５月 

  ７月 

１０月 

  １月 

文化むらジャズコンサートシリーズ 

第9集 ロマンティック・ジャズ～ 

プレミアム・ナイツ2018 

シーズン１｢春｣ 

シーズン２｢夏｣ 

シーズン３｢秋｣ 

シーズン４｢冬｣ 

小ホールを会場に、スタンダードナンバーを中心

とした選曲で人気のジャズ・コンサートシリーズ。 

大泉町在住のベーシスト・川島潤一氏のナビゲー

トで、女性やビギナーにも好評な事業。前回・第８

集より「プレミアム・ナイツ」と称し、一段とグレ

ードアップしたゲスト陣を加えてのプレミアム企画

として継続する。 



２ 

振 
６月 文化むら大衆演劇 

観光地などではお馴染みの大衆演劇を、文化むら

にて堪能してもらう企画。平日昼間の公演で、主に

高齢者をターゲットとして開催する。 

３ 

自 
７月 

群馬交響楽団コンサート 

共催：(公財)群馬交響楽団 

群馬交響楽団による、スペシャル・コンサート。

日本を代表するソリストを迎え、オーケストラ音楽

の魅力をたっぷりと紹介する。 

４ 

自 
９月 

角松敏生コンサート 

共催：桐生音楽文化協会 

You’re My Only Shinin’Star など数々のヒット

曲で知られ、他のアーティストへの楽曲提供も多数

のシンガー・ソングライター角松敏生のライブ。 

５ 

振 
１０月 

おおいずみ出身アーティスト支援事業 

「家族草子」～森浩美の作品による新

しい朗読劇の世界～ 

本町出身の作詞家で作家の森浩美氏が、都内を中

心に展開している、演劇的要素を多く取り入れたス

タイルの朗読劇の公演を小ホールにて実施する。 

６ 

自 
１２月／３月 

古澤巌ヴァイオリンの夜 in文化むら 

第２７期シリーズ  

Vol.１ ／ Vol.２  

平成３年から続く、ヴァイオリニスト古澤巌プロ

デュースによるコンサート・シリーズ。毎回多彩な

ゲストを迎え、バリエーションに富んだ演奏内容に

よりリピーターも多い。 

７

自 
未定 

文化むらファミリー・コンサート 

共催：大泉地域活動連絡協議会 

町立各児童館の保護者組織である“母親クラブ”

を母体とする“地域活動連絡協議会”との共催にて

実施する、ファミリー向け事業。 

 

 

（２）参加事業 

NO. 期 日 事   業   名 内     容 

１ 

自 
 ５月 第１１回文化むらピアノマラソン 

 文化むらが備える｢スタインウェイ｣｢ベーゼンド

ルファー｣｢チェンバロ｣を大ホールステージで演奏

する機会を提供し、楽器と施設により一層親しんで

もらう事を目的に開催する。 

２ 

振 
９月 

第１０回文化むらキッズ・ダンス･フ

ェスタ 

ヒップホップを中心とした高校生以下のダンス

チームの発表と交流を目的として開催している事

業。 

３ 

振 
９月 

第８回文化むらダンス・フェスタ 

Ｏｖｅｒ１８ 

高校生～一般のダンスチームを対象に、発表と交

流の場を提供し、活動の活性化を目指す。 

４

自 
１１月 第２４回 大泉町合唱祭 

町内を拠点に活動する合唱サークル、高校・専修

学校の学生、町内中学校の校内合唱コンクール最優

秀クラス、小学生のグループなど幅広い年齢層によ

る演奏会。 

５

振 
２月 第９回文化むらカラオケ選手権大会 

 一流の審査員を迎えながら、地域のカラオケ愛好

家がグランプリの栄冠を目指し、文化むらの大ホー

ルで自慢ののどを競う企画。 

６ 

振 
未 定 

第５回 大泉町アマチュア音楽祭 

共催：大泉町／大泉町教育委員会 

町内及び近郊にて活動中のアマチュア演奏家を募

集し、合同の演奏会を行う。アマチュア音楽活動の

活性化を目指す。 

 

 

 

 



（３）創造育成事業 

（４）アウトリーチ･その他事業 

NO. 期 日 事   業   名 内     容 

１ 

自 
未定 訪問コンサート 

文化むら以外の場所にアーティストを派遣し、広く

地域住民に芸術活動を体験してもらう機会を提供す

る出張・訪問型事業。 

２ 

自 
未定 避難訓練コンサート 

 職員間で行う法定の消火・避難誘導訓練に加え、実

際の本番公演において、多くの観客を安全に誘導でき

るよう実施する。 

 

８ 地域文化の情報等の収集及び提供事業【指定管理事業】 

 地域文化活動の活性化を目的とし、地域に於ける各種文化活動に関する情報の告知等を行う月 

刊広報紙「フレッシュおおいずみ（町内全世帯及び関係機関、団体に配布）」を発行する。 

 

９ 地域文化活動の支援事業【指定管理事業・振興事業】 

（１）地域の文化事業の後援を行い、優勝メダルの提供や事業の告知などを行う。 

（２）地域の文化事業（文化協会主催事業・地域公民館連絡協議会主催事業・公民館利用サークル 

連絡協議会主催事業等）の開催協力（舞台照明・音響の制作やオペレート等）を行う。 

（３）地域の文化活動に必要な各種物品（ポータブルアンプ、無線機 等）の貸出を行う。 

１０地域文化団体の助成及び育成事業【振興事業】 

（１）大会等出場援助要綱により、大会に出場する個人・団体に助成金を支出し、経費負担の軽減 

を図る。 

NO. 期 日 事   業   名 内     容 

１ 

自 
４月～３月 

こどものための初心者ヴァイオリン

合奏教室（全４４回） 

小学３年～中学３年を対象とした初心者向けの教

室。期間中、希望者にはヴァイオリンを無償貸与する。 

２ 

自 
５月 

第１０回群馬県東部地区吹奏楽連盟 

ソロコンテスト 

共催：群馬県東部地区吹奏楽連盟 

県東部地区の学生や一般を対象に、ソロ演奏の技術

を競いながら相互交流と吹奏楽の普及振興を図る。上

位入賞者は県吹奏楽連盟主催の県大会に推薦される。 

３

自 
１２月 

クリスマス・スペシャルコンサート 

（仮称） 

町内３中学校の吹奏楽部を中心に、地域で音楽活動

に取り組む方々の発表の場を、クリスマス・コンサー

トとして提供し、参加者の活動の活性化を図る。 

４ 

自 
１月～２月 

群響楽器セミナー 

共催：(公財)群馬交響楽団 

町内３中学校の吹奏楽部員を対象に、群馬交響楽団

員が直接楽器演奏の指導を行うセミナー。基本的な経

費については群響側の負担で開催できる。 

５ 

自 
３月 

邑楽館林吹奏楽連盟 

第３１回新人演奏会 

共催：邑楽館林吹奏楽連盟 

邑楽館林地区の中学・高校の吹奏楽部員１～２年生

による合同の演奏会。相互の演奏に触れることによ

り、活動の一層の活性化を目指す。一般の吹奏楽団も

参加して開催される。 

６ 

自 
未 定 

谷口睦美プロデュース 

～きらめくオペラ 

(共催：Meeting Point Doux+) 

日本を代表するソプラノ歌手・谷口睦美が一流歌手

の仲間たちと共に、地元合唱団と共演しながら、美し

いオペラアリアの数々を紹介するオリジナル企画。 

７ 

自 
未 定 講座事業 

時勢や地域住民のニーズを勘案しつつ、文化むら施

設利用の促進にも繋がる様な講座を、企画・開催する。 



（２）文化団体育成指定要綱により助成金を支出し、文化の振興、育成に積極的に取り組み、向上・ 

発展に貢献できる団体を育成する。 

（３）文化団体強化指定要綱により助成金を支出し、文化の向上・発展に貢献したと認められる団 

体の更なる強化を図る。 

（４）文化事業支援要綱により助成金を支出し、文化事業を町民を対象に実施する団体を支援する。 

 

１１地域文化活動の拠点の運営事業【指定管理事業】 

町有文化施設指定管理等事業として、大泉町文化むらの管理業務を行う。 

・団体との連携や利用者サービスについて 

施設をより多くの方々に利用していただくため、文化協会をはじめとする多くの各種団体と緊 

密な連携体制の構築を図る。 

・利用者数目標  

 大泉町文化むら施設  ２１５，２２７人 

・施設管理運営について 

利用者一人ひとりに対して「配慮が行き届く人員体制」を配置し、少ない人数で効果的かつ業 

務を断絶させない連携の確保に万全を期す。 

今年度の具体的な取り組みとして、和式トイレの洋式（温水シャワー付）トイレ化の実施、お

客様を不快にさせない範囲での光熱費の削減に努める。 

・安全対策について 

施設を安心安全に利用していただくため、一日に複数回の巡回を実施するなど防犯・防災・事 

故等の未然防止をはじめとし、危険個所や修繕箇所の早期発見を行い安全管理体制を確立する。 

災害時の対応として、マニュアルに基づき行動を起こし、町防災計画への積極的な協力や正確 

な情報収集の提供を図るなど被害が最小限になるよう努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



● 法人運営 

【方針及び計画】 

ア 人材育成 

・世代交代が進む中、安定した経営基盤作りの上で人材育成は最も大切な要素と考えます。

大泉町のスポーツ、芸術・文化振興を担う専門組織として、また、指定管理者として町民

の皆さまにご満足して頂き、また、ご安心してご利用頂くために職員一人ひとりが責任を持

って業務に携えるよう、今年度も引き続き人づくりに取組んでまいります。 

イ 環境整備 

・職員が「笑顔で働ける環境」づくりも大切なテーマです。高いモチベーションで日常業務に当 

たれるように職場環境の整備も積極的に推進します。また、限られた資源で効率的な効果を 

あげていくのも職場環境が大切です。昨年度同様に「働き方改革」にも取組んでまいります。 

・町民の皆さまから信頼される指定管理者として、防災対策とコンプライアンスの強化など環

境整備を図ります。特に防災対策はじめ危機管理については、組織一丸となって取組んでま

いります。 

・個人情報やITシステム管理については、関連する規程類に基づき、安全な運用管理を行って

まいります。具体的には、個人情報保護体制の整備と定期的な研修の実施。また、人的・物

理的・技術的対策を講じて徹底した安全管理を遂行いたします。 

ウ 財  務 

・経理面では、新たな会計システム導入に向け準備を進めてまいります。また、公益法人とし

て求められる経理的基礎の充実に向けた、基礎能力の底上げに取組んでまいります。 

・スポーツ振興・文化振興の事業計画、予算の進捗管理、また、事業評価、決算の経営分析に

よる適切な経営支援を行い、経営の安定化による公益法人としての自立性と総合力の向上を

目指します。 

 

【理事会・評議員会の運営】 

 

 期 日 事 業 名 内       容 

１ ５月８日  （火） 監査会 平成２９年度監査 

２ ５月９日  （水）  定時理事会 平成２９年度事業報告及び会計決算  

３ ５月２４日 （木） 定時評議員会 平成２９年度事業報告及び会計決算 

４ ９月１２日  （水） 理事会 未  定 

５ ９月２０日 （木） 評議員会 未  定 

６ １２月１２日 （水） 理事会 未  定 

７ １２月２０日（木） 評議員会 未  定 

８ ２月１３日 （水） 理事会 平成３１年度事業計画及び会計予算 

９ ２月２１日 （木） 評議員会 平成３１年度事業計画及び会計予算 

 

 



【研 修】 

 

 研 修 名 予 定 月 内       容 

１ 接客研修 8月/2月 ビジネスマナー、クレーム対応など 

２ 軽スポーツ講習会 ４月 新たな軽スポーツを体験し、事業展開に生かす 

３ 安全研修 訓練 年３回 /研修 年1回 AED/CPR研修、参集訓練、消防・防災訓練 

４ 
個人情報保護 

情報ｾｷｭﾘﾃｨ研修 
7月/1月 法令遵守を基本に個人情報取扱いの認識を高める 

５ 人権研修 １０月 町ぐるみ人権教育推進大会 

６ ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｻｰﾋﾞｽ研修 ３月 意識と知識を養い業務運営に生かす 

７ PDCA 研修 ３月 業務運営の中核となるPDCA ｻｲｸﾙを学ぶ 

８ CSR 教育研修 10月/2月 コンプライアンスと環境啓発を学ぶ 

９ 
自主事業研修 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ研修 
年１回 時期未定 事業担当者育成の専門セミナー 

10 
舞台技術/ 

貸館業務研修 
年１回 時期未定 舞台、管理担当者の専門セミナー 

11 
協働のまちづくり 

関係研修 
年１回 時期未定 大泉町主催の協働まちづくりセミナー 

12 
責任者研修 

マネジメント研修 
毎月 

責任者としての資質向上、組織・戦略・財務管理な

どのマネジメントを学ぶ 

 

※その他の研修 

①階層別研修(新人・係長・課長) 

②総務関係(公益会計基準、労務、公社債等) 

③スポーツ関係(体育施設管理士、スポーツ指導等） 

④文化関係（公文協主催アートマネージメント、技術研修等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


